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年 1８７２ 1881／8２ 項目
中央管理費
道路，橋，公園
首都整備事業
展示会，農業その他
鉄道
ブカレスト＝ジョルジュ線
ヤシーーウンゲニ線
プロイエシュティープレデアル線
マラチェシュティーブゼウ線
一般鉄道サービス
農業学校
諸雑費
ドプロジアの諸公共事業
計
7,793 
172,765 
11,745 
7,237 
7,652 
203,261 
1,115 
2,000 
31,019 27,634 
１３，８６３ 
35,411 
１８，８４０ 
1,889 
15,395 
4,080 
11,488 
342,628 
2,971 
2,388 
235,918 
［備考］なおく内務省＞支出に含まれるく郵便，電信局＞の額は1872年
；品114,183,1881／82年；ｆ141,516となっており，＜内務省＞
支出の最大項目（1872年；33.6％，1881／82年；37.4％）を占め
る。
[資料出所］Repo｢t［52]，ｐ､２３によって作成。
186 
出国にとって重要な意義をもつことは言うまでもない。
〈軍務省＞として分類される軍事費は，独立戦争の1877-78年には歳出
の３分の１を占めるほどになり，財政膨張の大きな要因となっている。
以上のことから，農産物輸出を中心とする経済発展のための運輸，通信
手段の整備，政治的独立達成のための軍事力の整備，という二点がこの時
期の歳出構成の特質として指摘されよう。ただし，その背後に赤字国債を
含む巨額の公債の導入があったことに留意すべきであろう。
３歳入の構造
歳入についてもＲＧｐＭ［52］によって第１８表が得られる。この間歳入
の絶対額はほぼ同じペースで増加し続けていたことは先にみたとおりであ
るが（第２図)，比率で示した第１７表をみてまず指摘すべきことは，1860
年代あるいは７０年代初頭においても両者で過半を占めて，いわば歳入の
根幹ともいうべき項目であった<王領地>，〈人頭税＞の両項目の占める比
率の８０年代に至るまでの低下である。もっとも絶対額ではく人頭税
(Capitationtax)〉はやや低下するものの，〈王領地(Crownlands)＞は
ほぼ同じ額を維持しており（R幼伽［52]，ｐ､25,ｐ､26)，比率の低下は他
の項目の絶対額の増加によるものであることがわかる。
かわって過半を占める主要項目として登場するのがく塩・タバコ・火薬
専売，アルコール消費税，印紙税>，〈諸省収入＞の両項目であり，前者の
比率は特に1864年から1881年までに４倍に増加している。絶対額の増加
がいっそうであることはいうまでもない。この項目の中で約半分を占めて
最大部分となっているのがタバコ専売の収入であり，絶対額でほとんど
１０倍になっている（第１４表)。そして古くからの国営岩塩坑の収入，そ
れぞれ1870年，１８７２年から計上されて急速に課税領域を拡大しつつある
といわれるくアルコール消費税(Exciseonspirits)>，〈印紙税(Stamp
duties)＞の三項目が残る半分を占めている（RGPo汀［52]，ｐｐ､10-11,
187 
ｐ27)。なお〈火薬専売＞収入は１８７３年以降計上されておらず，額もわ
ずかである（１Ｍ/､,ｐ２７)。
さらに<諸省収入＞の中味は，公共事業省の鉄道，内務省の郵便・電信，
等の公共業収入が大きな部分を占めることを指摘しておこう（の.耐.，ｐ，
11,Ｐ２７)。
〈王領地＞は旧教会領をひきついだ国有地の地代収入であり，〈人頭
税〉は古くからの直接税の根幹であったから，1860-70年代における歳入
構成の以上の変化は，さしあたり，農民からの地代，直接税への依存から，
公共事業収益，間接税への依存への変化とおさえてもよさそうである。そ
してその背後には，1864年の農地改革（夫役制のいちおうの廃止，約４０
万の農民に対する土地の有償分与を主な内容とする)，「自由保有農
(freeholders)」の創出（RGPo〃［52］ｐｐ・'5-16）という地主，農民間の力
関係の変化を示す事態があったといえよう28)。
３公債による資金調達
ルーマニア公債史については不明な点が多いが，ひとまず1881年ま
でに発行されたといわれるものをまとめたのが第１９表である。
財政規模が急速な膨張をみる１８５０年代末に両公国で相次ぐ公債発行が
もくろまれて失敗していること，６０年代後半から７０年代初めにかけて巨
額の借款導入が続くこと，８０年代に入って再び巨額の借款導入が続くこ
と，８０年代に入って再び巨額の公債が発行されるが，その内容はより低
利の条件での借換えが多いこと，などの特徴が全体の動向として指摘でき
る。特に８０年代とそれ以前との発行条件の段階的ともいえる差異が注目
されよう。
特に外債では１８６６年のオッペンハイム借款，内債では１８７１年の<王領
地〉債等の発行条件は厳しいものであり，同国政府の資金調達の困難を物
語っている。
188 
だが他方で，鉄道建設公債の発行条件をみれば，データが不充分ではあ
るけれども，同じ時期の赤字公債よりは条件がいいと言いうるように思え
る（たとえば1866年オッペンハイム借款に続く1868-69年の一連の７．５
％鉄道債，１８７１年く王領地〉債に続く１８７２年の８％鉄道債など)。さら
に言えば，赤字国債の発行が必要なほどに財政困難な状況のもとで，あえ
て鉄道債が発行されている事実にも注目の必要があろう。
1857-59年に建設されたドナウ河畔のチェノレナポダと黒海の港コンスタ
ンツァを結ぶ最初の鉄道はイギリス資本による会社（DanubeandBlack
SeaRailwayandKustendjieHarbourCompany,Limited）によって建
設されたものであったが，ルーマニア統一後は，186669年のブカレスト
ージュノレジュ（ドナウ河畔の町）鉄道のように，建設は鉄道業者
(Messrs・BarclayandStaniforth)29)に請負わせ，資金は公債発行によっ
てまかなうという形がふえてくる。こうして全土をおおう鉄道網が建設さ
れていき，1879年にはくドイツ会社〉（1868年にＤｒ・Strousbergに付与
された利権に端を発し，１８７１年にペノレリンで再編され，ルーマニア政府
が保証し，ディスコントゲゼノレシャフトのＭ、Hansemann,マーチャン
ト・バンカーのBaronBleichr6derが中心となって形成された会社)30)，
1882年にチェノレナヴォダーコンスタンツァ鉄道，１８８８年にはレンベノレク
ーチェルノヴィッツーヤシー鉄道会社のルーマニア線を買収することによ
って全線国有化を実現する（ＲｅｐＭ［52]，pp2-3，Botez，Ｕｒｍａ，Saizｕ
[10］ｐｐ,６６－１３１)。
このようにみてくれば，可能な限りの自前での鉄道建設が政府の一貫し
た方針であったといえそうである。特にルーマニアで最長の<ドイツ会
社＞線を国有化した直後の１８８０年に農産物の運賃が引き下げられている
ことは重要である。これによって運輸量は増大したにもかかわらず，運賃
収入は減少したのである（ＲＧＰｍ［52]，ｐ､４，ｐ､２１)。
このような，農産物輸出促進のためのインフラストラクチャー建設を内
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容とする，いわば積極財政の展開は，〈ルーマニア銀行＞の会長をはじめ，
RGPo〃［52］の筆者にも共通する政策的信念であり，ルーマニア政府財政
への評価の基礎視角であった31)。
しかしながらここで指摘しておかねばならぬことは，この時期全体を通
じて穀物価格は好調を続け３２)，輸出額の増大に寄与し，間接税収入の増大
によって歳入額の増大に寄与し，外国銀行および投資家の評価を高めるこ
とによって公債による資金調達を容易にしえたということであろう。
28）RePo汀［52］の著者ホワイトとも親交のあったらしいJ・サミュエルソンはア
イルランドの士地問題と比較するという興味深い視点を出しているが，やはり
農地改革の評価についてはかなり楽観的である（Samuelson［55]，pp74-87)。
改革後の農民の性格規定は別箇に検討すべき重要な問題であり，文献も多い。
一般的には夫役の事実上の復活等をふまえてかなり厳しい評価となっている。
さしあたりCreanga［16]，Chirot［14]，ppl25-136等のほか，わが国のもの
では田辺勝正［58]，第三篇第一章，南塚信吾［38]，第一部第二章の比較論な
どを参照されたい。
29）この業者についてはすぐれたモノグラフJensen＆Rosegger［25］がある。
30）この経緯についてはＤｊｂＤｆｓｃｏ"ｔｏＣｅｓｃ/Ｍ､/１１［１８]，ＳＳ､102-110に詳し
い｡
31）第１回株主総会でのレイト議長の次の発言はその明らかな表明といえよう。
「ルーマニアは鉱物資源に加えて，ほとんど無尽蔵な肥沃さをもつ士地を有
しております。自然によって与えられたこの恵みを引き出し，それをヨーロッ
パの残りの部分にも分け与えることを妨げるものはただ一つ，運輸手段の欠如
でありました。土地耕作者達は何百マイルもの距離で荷馬車にのせて運ぶ以外
には，土地の産物を運ぶ手段を持たなかったのであります。しかしながら今や
事態は一変しました。この国の中央部とドナウ川という高速水路とを結び，さ
らに中央ヨーロパの鉄道網とも結合させることによってバノレト海までのびる鉄
道網の建設に対して政府が寛大な保証を与えるという，実に思いきった財政政
策(averyboldfinancialpolicy）が採用されたのです。……これらの保証は，
しばしの間，国庫にとってかなりの重圧となりました。しかしながら，国の生
産物を増大させることによって，同時にその富を増大させ，その結果歳入を増
大させ，そしてまた国有地の価値を増大させようという限りにおいて，このこ
とは死活的な重要性をもつのであります｡」（Ｂ・肌，Vol、ＸＸＸＬＪｕｌｙｌ８７１，
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pP640-641）この国際分業を前提とする開発＝積極的財政政策思想に注目。
32）１８７０年代後半のガラツイ港穀物価格についてはRaPo〃［52]，ｐ,4,1880年代
以降についてはWelzk［62],ｐ､38,19世紀後半のイギリスの小麦輸入価格につ
いてはLawesandGilbert［31]，ｐ､132,tablell等を参照されたい。
結びにかえて
以上，1856-1881年の時期をルーマニアにおける自由貿易体制の時期と
おさえたうえで，外国銀行と国家財政との関連について検討してきた。
まず貿易構造を検討することによって，当時のルーマニアが穀物を中心
とする農産物を輸出する貿易収支の黒字国であり，工業製品を輸出するヨ
ーロッパ諸国にとっては，穀物の供給国としてのみならず，対トルコ穀物
輸出の黒字によって購買力を有する国としても重要であったことを明らか
にした。
次に，外国銀行の進出と事業展開について検討し，トルコ（オスマン帝
国の他地域）および西洋諸国との貿易関係に対応するように，すでに
1856年にはイギリスの資本家グループによるオットマン・バンクの支店
が開設され，以後，同じグループ゜による銀行はルーマニアにおける貿易金
融の担い手として大きな役割をはたし続けることを示した。
その際，オスマン帝国からの国立銀行の利権の獲得，ノレーマニアからの
同様の利権の獲得と喪失，といった事態に応じて組織の再編を行いながら
対政府金融にも関わり，借款導入，タバコ専売の請負などの役割を果たし
たことをも示した。
最後に国家財政の展開について概観し，貿易規模の拡張と同様に財政規
模も拡張を示すこと，しかも財政は貿易とは逆に赤字基調のまま膨張し，
農民からの間接税収入を増加させると同時に，大量の公債発行によって鉄
道網を建設することを明らかにした。
そこで問題となるのは，貿易収支の大幅黒字として示される世界市場に
196 
対する穀物供給による収益をめぐる地主，農民，両者の力関係を反映する
国家財政，そして外国銀行の間の緊張関係のあり方であろう。外国銀行は
この収益をめあてに進出して直接に生産者に対して，あるいは間接に国家
に対して貸し付けを行う。国家はこの収益のいっそうの増大をめざして外
国銀行を介して資金導入を行い，鉄道を建設する。鉄道建設による穀物供
給の増大が収益の増大をもたらすならば，外国銀行及びその背後の債権者
と国家財政との幸福な共存関係は持続するかにみえる。この時期を通じて
穀物の世界市場価格が維持されたことは，ルーマニアにおけるこのような
関係を実際に持続させたのであり，この点がエジプトとの相違点である。
なお，ルーマニア的な特質として，国家の積極的な財政支出によって鉄
道建設が行われた根拠としての権力構造（1880年の国立銀行の設立の評
価もこの点にかかわる）およびその背後にある国際分業論的開発思想33)，
この時期におけるオスマン帝国銀行グノレーフ.ともいうべき資本家集団の役
割（アングロ・オーストリアン・バンク，レンベノレクーチェノレノヴイッツ
ーヤシー鉄道会社，そしてルーマニア銀行の間にみられる役員結合の意
味）など，一層の考察を要すべき問題は多い。ひとまず，以上の指摘にと
どめ，１９世紀的な債務問題の理論的考察とあわせて他日を期したい。
３３）前注３１参照。なお，ほぼ同じ見地に立つと思われるイギリス特命全権大使
ホワイト（この人物についてはLaziirescu［34］をみよ）は１８８３年に，貿易
構造にみられるルーマニアの対外依存（dependence）を指摘したうえで現地
政府，公衆の保護主義化傾向に言及し，まず農業開発をいっそうすすめること
が長期的にみれば工業発展に寄与するだろう，と批判している（R”o汀［52]，
Pl2)。Ｐ.Ｓ・AurelianやＡ､Ｄ・Xenopolなどのこの時期のルーマニアの保
護主義者の経済思想はＦ、リストなどとの関連でも検討すべき重要な論点をも
つ。この両者については著作集の解説であるMurgescu［41]，Veverca［61]，
さらに経済思潮全体についてはMontias［61]，Jinga［26］等を参照された
い。
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